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分科会Ａ -Information-

【分科会Ａのテーマ】

「共生」に実体をもたせる方策を考える
－潜在的排除を助長しない学校や企業の在り方を模索する－

【分科会Ａのスタンス】

人口減のなか、生産力を落とさず維持せねば、という経済活動の必要からも、「異物切り捨て型」の発想では組織存続

が困難になり、「包摂がうまくいくように工夫された組織」のほうが労働力を集める時代になりそうです。

今回、中心的な協議題は学校の取組ではなく、厄介ごとを抱えた人が「学校の外側で」生きていくときに何が起きるの

か、その実相を知り、よりよい集団の在り方を考えていくことに焦点化します。

そのため、広い社会の中で、それぞれ特徴的なスタンスでの業績を重ねておられるパネリストを招き、その立場から見

た様々な事例を紹介いただき、雇用・就労を視野に入れた、将来の組織像(企業、地域社会、仲間etc.)を考えます。「学校」教育

というくくりではなく、様々な集団で必要なそれぞれの「教育」を浮かび上がらせ、相互の連環を考察してみましょう。

【分科会Ａのメニュー】

（１）パネルディスカッション「 包摂をめぐる成功(失敗)例と、今後の展望

パネリスト(敬称略)

元･奈良少年刑務所法務教官

竹下 三隆
「塀の中」の少年たちがそうなっ

た経緯や生育歴、家庭状況を長

年見てきたエキスパートとして、

また臨床心理士としての知見を

生かして、京都府・堺市・四條畷

市等でスクールカウンセラーや

アドバイザーを務める。

有限会社ＳＡＮＹ代表

柴田 進
認定された障害者とグレーゾー

ン層の双方を、福祉就労だけで

なく一般就労して生活が自立で

きることを目標にし、会社に対し

て「人が辞めなくて、かつ会社が

もうかる」職場改善策を提言す

る、福祉系経営コンサルタント。

北海道議会議員

渕上 綾子
北大低温研、農水省農業試験

場 、シ ョークラブダンサーを経

て、2019年4月地方選に「性的

少数者が暮らしやすい社会づく

りを」と立候補。都道府県議会の

トランスジェンダー議員として国

内第１号。道議として活動中。

進行役 大通高校教諭 平野 淳也

（２）クロストークセッション
① パネリストどうしの質疑

② 参加者－パネリスト間の質疑 ･･････ 単純なことから深いことまで、自分が考えるため必要な点を。

③ 参加者間の質疑（流れによる） ・・・・・・ その場で小グループにわかれていただき、
パネリストの報告を承けその場で出す「お題」をお話しいただく

場合もあります。あらかじめお含みおき下さい。


